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 名勝旧六垂院庭園発掘調直

現地説明台資料

六垂院庭園とは
大乗院は一乗院とならぶ興福寺の院家の一つです。藤原氏の氏寺である興福寺

には、平安時代以降には氏長者（一族の代表者）の子供や兄弟が僧として高い

地位につきました。彼らが住んだ家を院家と呼んでいます。この庭につくられ

た庭園が大乗院庭園です。庭園は東の大池と西の小池を中心につくられ、南都

随一の名園として多くの人閃にたたえられてきました。

2000.03.04（財）日本ナショナルトラスト

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

六垂院庭園の研究
乗院については数多くの史料があり、様閃な研究がおこなわれていま

。庭園については森蘊氏（もりおさむ：1905-1988)が史料や現地調盃の

果をもとに庭園の復原や、その意義について数多くの研究を生み出し

した。発掘調査はこの復原との比較をおこないながら進めています。

六垂院庭園の

六垂院と六垂院庭園の歴史

平安時代

大乗院は 1096年に開かれました。

初めは今の奈良曝庁の位匿にありま

したが、 1180年に平重衡の東大寺・

興福寺焼き打ち後、元興寺の寺域で

あった今の瘍所に移転しました。

鎌倉時代

寝殿造の屋敷が池の西側に

建っていたことが史料で知

られています

室町時代

尋尊大僧正が活躍し，大変栄えましたc この頃庭師として有名だ

った善阿弥を京都から招き、庭園を改造しました。善阿弥は将

軍のいた室町殿（花御所）や銀閣寺で有名な東山殿（慈照寺）

の庭づくりに関係したと者えられています。

江戸時代

奈良国立博物館の横に移築保存されてい

る茶室の含翠亭が建てられました。ま

た、隆温大僧正の筆によるといわれてい

る「大乗院四季真景圏」が描かれ、美し

い庭園の姿を見ることができます。

そして最近では…

保存運動の結果、国の名勝に指定され、

整備がおこなわれました。また、南側に

大乗院庭園文化館が開館し、発掘調査を

もとにした庭園の整備も進んでいます。

明治時代以降

朗治初めの廃仏毀釈の影饗

で庭園は放棄され、だんだ

ん荒れ果てていきました。

北側に奈良ホテルが開業

し、庭園の一部はテニスコ

ートやミニコルフ場にな

り、東側は県道の拡幅で削

られてしまいました。
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東大池東岸は中世・近世の庭園の

状態を比較的良好に残しているよ

うです

虞景医l」にも描かれている三ツ

中島は江戸時代につくられたもの

であることがわかリました。

I 

東大池南作は池が作られた時は自

然の地形を利用したものであった

ようですが、中世以降急勾配の設

岸に作リ直されていることがわか

リました。

今回は大乗院の中心的な建物があったと者えられる東大池の西岸と西小池の周

辺を中心に調査することとしました。また、尋尊が文明 17年(1485)4月 1日条

に記した井戸の存在についても調べることとし、 1月より調盃を始めました。



今回の鯛査区平面図

西1JI池
室町時代に造られたと考

えられる西小池は、北側

の半分が埋められていま

す。今回はその一部を確

認しました。

東西溝B
西小池と拡張部をつない

でいた滞とみられます。

塀
柱を据えたときの穴に入

っていたレンガから 1-1/l治

時代以降に造られたもの

と考えられますC

石組
岬の高い部分に造られており、庭

園の娯観を構成していたものでし

ょう D 周辺を中 litのかわらけを大

紐に含んだ土が殺っています．

東大池の岸
岸には石をつかった

護岸がつくられてい

ました。
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池の底は、角ばった

石を敷いてつくられ

近代の建物跡
コンクリートの括礎が残っ

ていました。奈良ホテルが

開業し、テニスコートやミ

ニゴルフ場があった頃のも

のでしょう。

北の岬
粘 l:の tに白い砂を盛リあげて
造られています。砂の中から

は、かわらけ（素焼のおJill)が

大姑に出上しました。

西lj¥池の岸
江戸時代に附にひろげら

れた西小池のiれと考えら

れます C 推定されている

池の位骰よリ大きく北に

ずれていることがわかリ

ました。

東西溝A
初めは深く掘られ、池の水

を西側の尾花谷川に流すた

めのものと考えられます。

のちに深さの半分まで雌め

戻され、木の杭が据えられ

ています。
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2つの便壺をならぺ、

まわリをしつくいで固

めてあります。

l 

焼きものの土管をつかって

池の水を流していた時期が

あったようです。使JlJ停止

の後、木で盗をしています。

水につかる部分に残

っていた木の株か

ら、ある時期池の水

が少なかったことが

わかリます e

南の岬
現状よリもかなリ低いも

のでした。先の部分は南

北に石をならべている状

況がみられます。岬のつ

けねも今よリも細く、南

の中島との間はもっと離

れていたようです。

井戸
底から古代の斎串がみつ

かりまし応庭園がつく

られた頃か、それ以前の

ものと考えられます。
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！軒平瓦といった古代のものから、中世、

iで様々な瓦が出土しましナ~

奈良時代の東大寺式

近世、最近の瓦ま ‘
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罪や病気等を清める「はらえ（祓）」のまじないに用い

られた道具です。古代のものと考えられます。

→ 中世に用いられた素焼きのお皿です。南北

2つの岬の盛土の中に大饂に含まれていま

した
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ゴルフで使われるパターの先です。

昭和の初めにできたミニゴルフ場と

関係するものでしょうか？ ？ ？ 
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1430年 8月生

1508年 5月没

興福寺百ハ十世別当。大乗院第

二十代門跡。お父さんは「無双

のオ人」と評され、文化活動に

優れた活躍をみせた関白の一条

兼良です。尋尊は長谷寺、橘寺、

薬師寺の別当も兼務し、大乗院

を緊栄させました。庭圏につい

ても広い知識をもち、善阿弥を

京都から呼び、大乗院庭圃を完

成させました。日記が「大乗院

寺社雑事記」に収められ、この

時期の社会の状況を知る上で貧

重な史料となっています。

重吾人物

： 

ー□三〗----J 
コンクリートと共に近代建物に使用されて >
いたものです。中には文字が刻印されたも i 

のもあります。 i I 
と‘` ～̀＇9 9入9--e/ 
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パター

ぜんあみ

善阿筋

生没年不明

身分が低いとされていた河原者とよ

ばれる人々でしたが、庭造りにすぐ

れ、時の将軍足利義政に重用されま

した。将軍の御殿である室町殿（花

御所）、内衷学問所などの庭を造った

といわれていまずが、どのような庭

をつくったのかはっきリとしたこと

はわかっていません。息子の小四郎

も大乗院庭園を改造したことが史料

から知られています。
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六垂院四季直景図（森家蔵）
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［現場や周りの固景とくらべてみよラ！』
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今回の調査でわかつだこと

北区の岬の上にある石組は「真景圏」に

描かれた大きな石に関係するものと考え

られます。つくられた時期はイ渭月ですが、

石組の周囲を埋めているかわらけの年代

から考えると善阿弥によリつくられたも

のである可能性もあリます。

江戸時代の西小池の東岸は今までの推定

よリも大きく北西にずれることがわかリ

ました。そのため、周辺の今までの復原

との追いがはっきりしてきました。

西小池の位骰や人きさについては考え直

す必要があリます C
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森蘊氏の復原案では東西溝Aについては想定されていませんでした。

ところが、「真暴図」にはこの滞にあたる可能’t生のある水路が描かれて

います。調倫された溝の状況から考えると、初め池の水を抜くために

西側の尾花谷川に向けて掘られていたものを、江戸時代に西小池を広

げる時に、東大池と直小池を結ぶ水路として庭園の一部に取り込んで

利用したものではないかと考えられます．
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「爽景図」には西小池の中に 3つの島を橋でつないだ構築物が描かれていま

す。この部分は調介区のすぐ西にあると与えられますが、桂離宮庭園にある

「天橋立」とその周辺に似ていることが指摘されています。調脊区周辺は江

戸時代に各地の名所や和歌にちなむ談色を縮小して庭園内に表現する（「縮

景」）技法を取り入れ、当時の流行の姿に改変されたようです。
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以上の点から、今回の調在区周辺は今までの調査での見解とは異なリ、平安時

代の寝殿造系庭園から善阿弥のつくった中世の庭園、そして縮景などをJl」いた

近世の庭園へ、さらに最近の姿へと、時代の状況や庭園の流行に影翌されて大

きく変化したことがわかりました。
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南四足門

裔蘊氏の優原図

南都随一の名園といわれている大屎院庭園の変造や実際の姿が発掘謁森に

よって明らかにできたことは、日本の庭園の歴史を考える上でとても重要

です。今後さらに発掘調イモを進め、詳細な庭園のあ 1)かたや、適切な保存

活川をおこなうてがかリにしてゆきたいと思います。

一、

森蘊

東大池之中仁井本在之今日見付之北：49,1，J之1'｝j西也栢板立廻之 1州i之所為也
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